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日記----開
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屑

財

静

治

昔日

今主
昔Z
較t
tEベ五
下
二古
巻株

出品
主謀
年

同
九
年
間
版

岡
商
卒

腕

一
慶
)
の
著
は
す
所
な
り
、
吾
人
は
未
だ
著
者
白
人
と
成
を
治
政

す
る
能
は
や
、
其
の
筆
致
は
極
偽
白
嫌
を
売
れ
ざ
る
が
如
き
も

封 示

建 唆
ふ E
i ~手
と¥

の る
(乙

b '" ニも
品 砂
長き
、に

言 非

琵 ゃ
畑 、

?んそ
普の

江遁日
戸、調長夫
子、協(
の 4、』二

潔使。
と所邦

題2買の制

と京臭

識
と
清
潔
、
華
人
門
地
に
困
る
と
よ
ら
ざ
る
、
色

凶
暴
と
臆
説
、
布
告
書

娘
の
臣
、
士
風

阪
借
と
雅
馴
、
手
紙

不
通
、
乞
食
可
惜
と
可
憐
、
献
書

R
ん

五
の
占
株
と
飢
樟
と
の
〈
ら
べ
、
髪

司
「
合
ム
リ

闘
化
凪
、
暦
太
陰
暦
と
大
陽
磨
、
世
情
議
論
と
商
法
、
加

や

け

回

V

汁
さ
ヨ

醐
遊
歩
と
日
本
語
醐
匙
渉
、
家
鏡
屋
と
不
握
屋
。
以
上
寧
る
随
感
的
に

探
揮
さ
れ
た
md
主
ず
べ
き
十
七
項
)
に
上
り
て
も
略
推
測
し
得
ペ
き

躍
と
晶
、
下
。
株

千
九
百
九
十

古
風
と
酎
洋
風
、
世
渡

質
素
と

西
洋
港

が
如
〈
、
徳
川
時
代
特
忙
そ
の
後
竿
期
に
於
け
る
経
済
特
に
祉

第
五
十
巻

-h 
O 

= 
O 

第

焼

合
事
情
と
、
明
治
一
例
年
に
於
け
る
夫
等
と
の
比
較
上
興
味
多
〈

感
ぜ
ら
る
a
h

絞
設
も
砂
か
ら
守
、
就
中
そ
の
比
較
に
計
数
材
料

を
取
入
れ
た
る
唯
一
事
項
と
も
目
し
得
ぺ
昔
、
本
編
題
目
を
取

扱
へ
る
一
項
は
、
雷
に
経
桝
皮
の
資
料
と
し
て
然
る
の
み
友
ら

一
白
史
考
統
計
と
し
て
も
一
願
の
値
に
官
む
と
考
ふ
る
を

す=以
て
、
以
下
之
を
紹
介
す
る
と
と
L
せ
り
。

等
し
〈
株
と
謂
ふ
も
廿
砲
に
翻
ぜ
ら
る
h
A

は
、
今
日
普
通
に
観

念
せ
ら
る
h
A

が
如
き
株
文
は
株
式
に
非
宇
、
即
ち
書
坤
説
い
て

お
i
A

や
け

日
〈
「
昔
は
江
戸
中
に
公
に
許
多
の
株
を
設
誼
て
、
四
方
白
岡

敬

唯

一

h

u

t

D

よ
り
輸
入
す
る
諸
物
品
は
、

4
G
皆
共
類
を
分
て
株
の
定
れ
る
問

屋
へ
計
り
贈
ら
し
め
、
無
株
の
者
へ
は
一
切
頁
る
事
を
許
さ
ね

何様
な に
る 、

智巌
者酷
t乙 な
で るv

も限
、1，1]
大~ i: 
富喜建
人2ら
とれ
た L
る古士
宮E に
は、

宇株
、白

調左
株昔
持者
の は
者主日

間計
に り
居 は
亡主l'
、和f

îfg~ な
断る
の頑
大愚
利 の
を 者
窓 に
にで
すも
る、

故賞
、る

宮ぷ人

鯨12と
と買
註 ふ
り人
長と
者 白

と
な
り
た
り
」
と
、
而
し
て
又
公
む
株
に
あ
ら
ざ
る
も
私
に
仲

問
中
申
合
せ
強
て
株
と
唱
へ
た
る
所
謂
仲
間
株
例
令
ば
洗
湯
の幽

株
の
如
き
も
巴
江
戸
中
に
数
多
あ
り
、
妄
り
に
替
業
の
自
由
を



妨
げ
、
私
利
を
誼
に
せ
る
こ
と
を
附
記
せ
り
@

東
京
の
諸
株
は
徳
川
氏
白
岡
初
よ
り
存
せ
る
に
非
示
、
苦
し

江
戸
白
漸
次
提
と
た
る
に
従
ひ
迫
々
商
法
聞
け
、
以
て
株
式
の

形
勢
を
な
ぜ
し
を
、
文
化
十
(
一
八
二
三
年
三
月
に
主
り
始
め

て
聡
と
株
と
定
め
し
た
る
べ
し
と
し
、
問
書
は
江
戸
年
表
同
年

同
月
の
僚
に
菱
珂
一
廻
船
積
仲
間
十
組
問
屋
株
式
定
ま
る
と
あ
る

を
引
吉
、
杉
本
茂
十
郎
と
云
し
者
此
取
組
の
事
を
周
旋
し
、
途

に
株
式
止
定
め
し
と
人
の
噺
せ
る
を
附
記
し
た
り
。
株
に
腐
す

る
総
人
民
従
ひ
て
文
葎
政
府
よ
り
賜
ふ
所
の
株
鑑
札
は
千
九
九

五
、
モ
の
株
鑑
札
を
賜
は
り
し
に
針
し
毎
歳
御
冥
加
の
潟
と
し

て
献
す
る
総
献
金
は
一
高
二
百
雨
宛
也
、
同
宜
日
報
中
る
所
に
よ

り
整
理
を
加
へ
守
、
共
の
内
認
を
列
車
表
示
す
れ
ば
左
の
如
し

i 

(
張
偲
名
字
は
原
宜
円
盤
)
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、
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紙
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、
釘
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一
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岸

二
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、
抽
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、
錨
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、

閣

信

組

き
ち

=
一
、
潰
吉
粗

一
豆
、
替
抽
庖
組

会
ん

一
圏
、
麻
苧
同
居
粗

/
一
玉
、
茶
問
屋
組

A
Z
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一
、
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手
問
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、
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問
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(
太
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組
附
田
崎
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釜
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釘
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附
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脚
問
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十
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附
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)

¥

ほ

し

か
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一
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〆
粕

一

-

魚

柚

問
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一

あ

き

偲

航

方

附

局

二

一

、

明

樽

問

屋

五

五

へ
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山
市
開
組
J

J
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ゴ

抱

拙

下

リ

開

問

屋

凹

〆
ノ
川
附
加
服
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一

回

、

水

抽

仲

買

組

八

五

/
五
、
下
リ
鞭
仲
買
組
二
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一
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三六五四七
:3 0 000  

備
考

(
イ
)
奮
幣
制
忙
よ
る
に
一
雨
は
四
歩
(
本
表
に
は
分
、
と
あ
り
)
一

歩
は
四
銭
に
営
る

人
員
と
冥
加
金
と
の
聞
大
小
多
寡
の
閥
係
寧
ゐ
犬
牙
錯
綜
た

る
は
繁
昌
の
江
戸
に
於
て
認
め
ら
れ
し
諸
貨
物
の
魁
重
を
窺
ふ

の
資
料
と
し
て
注
意
す
ペ
〈
、
諸
組
合
分
減
附
嵐
の
跡
を
逐
は

し
か
白
か
ら
遁
索
す
る
に
足
ら
ん
。

ピ
江
戸
経
済
の
楼
展
物
的
叉
地
随
的
に
如
何
な
る
傾
向
を
辿
り

曲

録

凡
そ
物
の
顕
現
す
る
や
起
品
目
日
に
起
る
に
非
骨
、
必
中
J

や

屑

由
り
て
来
る
所
あ
り
前
記
株
の
制
に
つ
き
て
も
亦
然
り
、
従
び

て
欧
洲
諸
国
に
あ
り
で
は
株
郎
ち
特
権
仲
間
組
合
制
の
起
源
及

護
法
に
闘
し
幾
多
の
研
究
は
街
量
れ
た
り
、
此
黙
に
付
戎
邦
に

あ
り
で
は
今
後
向
皐
徒
の
研
究
に
待
つ
も
の
多
き
が
如
く
、
特

に
本
編
忙
紹
介
せ
弔
問
者
警
が
此
結
に
一
言
も
燭
れ
ざ
る
は
物
足

ら
ぬ
心
地
す
、
之
と
反
針
に
検
束
の
主
旨
を
貫
〈
本
制
の
弊
に

就
き
、
著
者
の
論
や
る
所
は
簡
に
過
ぎ
て
諸
裂
を
羅
致
せ
ざ
る

の
雄
あ
る
も
蹴
る
激
越
を
極
む
、
査
し
著
者
明
治
初
期
庶
制

新
D
風
袋
念
左
り
し
に
常
り
、
廿
慢
円
脅
打
開
の
行
進
曲
主
演
奏
せ

有 人 ん
」の'"
者同せ
た匝]る
りを由通
、さた

コ空しめ
立tて な
凱舎是こる
勅Jl'/~ 土

Z iE K 
ZL易自日
空 也 そ う

11と惟
お ト 立"、
tr」ら
とと〈
は異諸
大り株
逗株持
な D は

り--， --， 
、 虚 農

は株 :7
霊童 は ぎ
〈剖ih 
廃てど

k苧 1旨
天 !D Jil 
下有 v

閲
のに一
人邸 Y
をしぶ
した守
てれこ
利主ど
をも」
介円
た有旧
して岡
む虚2の
る主口:1m
主主きき
に怪事責
tr.敷有
り株 D

た
り
ー
一
在
。

経
済
自
由
は
究
極
に
於
て
高
氏
白
康
問
平
祉
合
白
調
和
を
生
む

べ
し
と
は
、
敵
米
諸
岡
忙
於
て
一
時
輿
論
を
風
揮
し
、

部
白

第
頁
十
巻

七
= 

傍

観



飽

屑

錬

闘
に
於
て
は
今
筒
然
り
と
翻
じ
O

L
あ
る
人
乏
し
か
ら
や
、
之

が
評
論
は
今
試
む
べ
き
限
り
に
非
る
を
以
て
暫
ら
く
之
を
措
吉

前
記
著
者
が
此
賭
に
開
L
如
何
に
槻
じ
た
る
か
を
尋
ね
る
に
、

目
前
世
相
白
激
鑓
に
肱
惑
せ
ら
れ
た
る
か
、
今
や
我
邦
も
開
化

の
域
と
な
り
虚
有
の
林
慶
せ
ら
れ
て
東
京
市
中
俄
か
に
乱
株
と

な
れ
り
と
断
じ
た
り
、
か
く
て
惟
へ
ら
く
「
人
白
伎
量
，
次
第
に

て
思
ひ
思
ひ
の
商
法

E
自
由
自
在
に
た
し
て
も
、
絶
て
限
制
せ

宇
自
主
自
由
D
世
界
故
、
酒
屋
白
向
ふ
に
沼
底
主
開
業
す
る
も

つ

含

号

変

可
、
春
米
屋
白
剤
柑
へ
春
米
を
始
め
、
油
屋
の
慨
に
て
池
一
伊
一
倍
日
り

問
屋
白
近
所
に
問
屋
町
L
r
E出
し
、
湯
屋
り
あ
る
町
内
へ
薬
湯

を
催
す
友
ど
と
一
五
様
に
て
根
気
弐
第

ι
て
担
む
芥
な
昔
故
、
誠

に
安
心
し
て
家
主
興
し
官
同
一
織
と
な
る
難
か
ら
ざ
る
也
、
而
し
て

四
方
の
図
々
よ
り
輪
入
す
る
品
物
も
、
其
持
主
の
了
慨
'
次
第
に

て
、
誰
に
貰
り
渡
し
た
り
と
も
昔
の
様
に
拒
む
者
社
昔
故
、
伎

長
次
第
に
道
貰
白
出
来
る
様
に
友
り
し
を
以
て
昔
に
絞
れ
ば
、

大
利
E
得
る
至
て
易
吉
事
友
り
と
ぞ
」
と
。

欧
洲
に
於
て
の
旦
一
品
又
は

N
E沖

の
制
崩
壊
し
、
経
済
自

由
白
主
義
確
立
せ
ら
る
L
A

や
、
経
済
上
一
時
飢
離
白
献
を
呈
せ

第
五
十
巻

七
回

回

第

ー
抗

る
も
白
な
き
に
非
り
し
も
、
歳
を
経
る
に
従
ひ
新
事
態
忙
順
応

せ
る
秩
序
在
確
立
し
得
た
り
、
経
済
推
移
の
大
勢
は
我
邦
に
於

て
も
之
に
異
る
も
白
な
か
り
し
は
前
週
の
如
し
と
雌
も
、
時
世
草

の
跡
よ
り
せ
ば
疑
問
を
掃
む
e
へ
き
も
の
砂
き
に
非
守
、
経
済
白

検
束
は
制
度
と
し
て
夙
に
底
せ
ら
れ
し
も
、
同
有
商
工
業
の
寅

際
よ
り
せ
ば
諸
問
慣
を
株
守
し
て
委
如
た
る
者
も
な
し
と
せ
ざ
る

に
似
た
り
、
経
消
否
一
般
に
個
人
の
自
由
保
障
せ
ら
る
L
も
自

由
印
放
縦
白
意
な
り
と
し
、
そ
の
弊
を
指
弾
す
る
者
徒
ら
に
多

く
し
て
、
そ
の
長
所
は
坦
底
せ
ら
る
h
忙
似
た
り
、
試
み
に
想

へ
高
遁
白
特
の
精
一
脚
に
燃
ゆ
る
者
あ
る
が
矯
め
に
、
王
道
坦
々

た
る
の
塗
に
挟
翼
す
る
と
と
多
か
る
べ
き
を
、
叉
想
へ
公
海
自

由
の
怒
滞
に
乗
る
の
自
由
人
あ
る
が
故
に
、
仇
な
す
港
湾
残
ら

や
封
鎖
さ
れ
得
ぺ
曹
を
、
吾
人
は
今
明
治
初
年
の
一
小
篇
否

戯
作
を
紹
介
し
来
れ
る
忙
過
ぎ
や
と
雌
も
、
悠
久
友
る
歴
史
D

一
犬
断
片
は
そ
の
聞
に
宿
さ
る
を
痛
感
す
。




